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2019 年度事業計画(案) 

 

施設・事業所名 シェアリング和光 

 

実施する福祉サービスなど 

福祉サービス事業 

利用定員 

 

A 

一日平均の 

利用者数 

B 

年間の事業 

実施予定日 

C 

実利用目標 

(年間述人数) 

D 

利用率目標 

(D/A×C) 

E 

生活介護 30 名 26 名 290 日 7540 名 86.6% 

就労継続支援Ｂ型 10 名 9 名 290 日 2610 名 90% 

 

職員体制(4 月 1 日) 

職 種 員 数 

区 分 常勤換 

算後の 

職員数 

摘 要 常 勤 非常勤 

専従 兼任 専従 兼任 

管理者 １  1   0.9 生活支援員 

0.1 

サービス管理責任者 １ 1    1  

医師        

支援員 7 4   3 7  

看護師 1    1 0.1  

栄養士        

事務員等 1    1 0.9  

その他        

合 計 11 5 1  5 9.9  

 

重点推進目標(3 点) 

○新作業棟への引越しと、再編に向けての準備 

・再編後を見据えた製造・販売形態・販売場所の検討と、それに伴う新商品の開発。消費税増税に伴う 

対応の検討。 

・新作業棟移転に向けての検討・準備。 

○利用者さんの心身の安定と利用率の向上を目指す 

・職員、利用者さんと一緒に行う会議を設定し、製造・出荷・販売などの活動内容や新商品の開発など 

全体で検討していく。不具合のある個所なども会議の中で話し合い・検討が出来る様にする。 

 

○支援・サービスの充実と向上を目指す 

・職員の各種セミナーや研修会の参加だけでなく、施設、事業所の見学なども計画的に行っていき 

作業の効率、働く人の分かり易さなど、環境の整備を検討していく。 
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施設整備計画 

○ 

【予定額】       千円 

○ 

【予定額】       千円 

○ 

【予定額】       千円 

 

設備整備計画(車輛更新含む) 

○ 

【予定額】       千円 

○ 

【予定額】       千円 

○ 

【予定額】       千円 

 

支援計画 

 

□ 日中活動支援 

・職員間で一人一人の利用者さんの状況を共有し、個人の状態やニーズに応じたサービスの提供 

に努める。 

・また、利用者さんにとって活動のしやすい環境についても引き続き検討・整備を行っていく。 

 

□ 居住環境整備 

  ・ご本人の状況やご家庭のニーズの把握に努め、関係部署と連携しながら支援を行っていく。 

□ 保健医療 

・ご本人の状況やご家庭のニーズの把握に努め、関係部署と連携しながら支援を行っていく。 

□ 社会生活支援 

  ・ご本人の状況やご家庭のニーズの把握に努め、関係部署と連携しながら支援を行っていく。 

□ 地域生活支援 

  ・ご本人の状況やご家庭のニーズの把握に努め、関係部署と連携しながら支援を行っていく。 

□ 就労(移行)支援 

・一人一人の状況把握に努め、ご本人の希望やニーズに添える様、関係部署と連携しながら支援を 

行っていく。 
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支援体制図 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

主な行事実施計画 

行事名 実施日 摘 要 

春のレクレーション大会 6 月中旬 和光グループ全体で実施 

和光フェスティバル 9 月中旬 和光グループ全体で実施 

作業班旅行 8 月 各作業班で実施 

お楽しみ会 12 月 各作業班で実施 

 

会議・委員会等の開催計画 

会議・委員会 実施日 摘 要 

シェアリング和光会議 毎月 1 回  

シェアリング連絡会議 随時  

虐待防止委員会 毎月 1 回 シェアリング会議にて実施 

リスクマネジメント委員会 毎月 1 回 シェアリング会議にて実施 

ケース会議 月 1 回、随時 シェアリング会議にて実施 

個別支援計画策定会議 3 月・9 月  

作業班会議 随時  

スタッフ会議 （新規） 随時 2019 新たな会議体（職員・利用者さん合同） 

 

研修計画(施設・事業所内研修) 

研修名 実施日 摘 要 

法人職員研修会   

内部研修（月間重点目標） 毎月 1 回 シェアリング会議にて実施 

和光グループ新春研修   

法人※年目職員研修  当該職員の有無による 

和光グループ新任研修  当該職員の有無による 

法人職員新任研修  当該職員の有無による 

管理者 

松本 佳宜 

支援科長 

サービス管理責任者 

徳田 裕介 

織物班 パンショップ 

 



 

63 

 

 

研修計画(外部研修) 

研修名 実施日 摘 要 

全道施設長セミナー   

全道施設長研修会   

全国職員研究大会   

北海道知的障がい関係支援員研修   

全道知的障がい関係職員研究大会   

後志知的障がい福祉協会職員研修会   

権利擁護セミナー   

全道専門部会研修会   

全道幹部職員研修会   

権利擁護の推進方針 

「安心と笑顔支援マニュアル」に基づき、虐待防止への継続した取り組み及び権利擁護の推進を図る。 

～取り組み内容～ 

・利用者さんへの「さん付け」の徹底した取り組み継続実施。 

・内部研修の開催 

・外部研修への参加等 

・虐待防止チェックリストの実施 

 

コミュニケーション面談実施計画 

2020 年 1 月～2 月にて実施。施設長・科長にて実施予定。一人当たり 30 分程を予定。 

 

職員健康診断実施計画 

秋季職員健康診断実施予定 

 

施設・事業所の構造 

建  物 

構  造 
パンショップ 鉄骨鉄筋コンクリート構造 3 階建て 

織物班 鉄筋構造 平屋建て（一部 2 階あり） 

延べ面積 

705.39 ㎡ 

内訳 

パンショップ 

 延べ面積 557.35 ㎡ 

織物班 

 延べ面積 128,04 ㎡ 

敷地面積   

 


